
































































































































































































































































- 5 6 -
｢仰単だ｣,｢すぐできるよ｣と言いfLからノ
ー トに●いて次のように旭明していった｡
〔0.7×4の脱明〕
0.7は.0.1が7こ
0.7×4は.0.1か (7×4)こ
だから 0.7×4=≡2.8
(0.04×6の脱明〕
0.04は.0.01か4こ
0.04×8は.0.01が (4×6)こ
0,04×6と0.24
川.05×8の脱明〕
0.05は.0.Olが5こ
0.05×8は.0.01が (5×8)こ
0.05x8-0.40
｢0.40は.0.4とした方がいい｡｣と付け
たしがあった｡
こうして子どもは,換り返し小数のかけ賞の
仕方を悦明していさ,練習同地を赦rDlした後で.
｢小敗のかけ算の仕方は.0.1や0.01のいくつ
分で考えれば垂軌のかけ賞と同じように計算で
きるのでどんな小数でも佃単に求められる｡｣
などとまとめていった｡
4 研究のまとめ
小払のかけ算の仕方を考える計算式の放価
を0.3×4とすることにより.0を取ったりつ
けたりして計算方法を岨明しようとする子と
もはいなかった｡ただ,0.1の12こ分を1,2と
みる相対的な見方が不十分な政人の子どもに
は.佃別指導が必要である｡また.敢正姓を
使って考えさせることにより.硯寛的に小軌
の意味 (しくみ)をとらえやすく.単位小散
の考えに丸づさやすかった｡拝し合いで,一
つ一つの考えを順に取り上げて分かるまで指
し合わせることは,それぞれの考えのよさに
丸づかせたり,よりよい考えに丸づかせるこ
とに有効であった｡さらに.よりよい考えを
一人一人か使って別の問租を脱明したり,答
えを求めたりすることで,その考えのよさ味わ
わせることができたと3fえている｡それは.小
牧のわり算の仕方を考える牌に,進んでその考
えを活用していた姿から伺われた｡
各単元における算軟のよさを見樋め.
｢っかt;｣- ｢丸づく｣I-｢実感する｣といっ
た学習過程を大切にして今後 も研究を進めてさ
たいと考えている｡
(平成11年5月6日受柁)
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